　　　　　　　　　


主催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団

企画講師：近藤　直司　先生 （東京都立小児総合医療センター　児童・思春期精神科部長）
講座日程：全７回
	回
	開催日
	講   義   内   容 （予定）
	講  師 （敬称略）

	１
	７/１３（金）
	いまを見立てる①：アセスメントの基本意的枠組み
	東京都立小児総合医療センター　

児童・思春期精神科部長　近藤　直司

	２
	7/２０（金）
	いまを見立てる②：アセスメントと
ケースレポートの実際
	東京都立小児総合医療センター　

児童・思春期精神科部長　近藤　直司

	３
	7/２７（金）
	育ちを読みとること①：子どもの発達課題と人生
	クリニック川畑　院長
川畑　友二

	４
	８/ ３（金）
	育ちを読みとること②：援助について（事例を通して）
	クリニック川畑　院長

　　　　　　　　　　 川畑　友二

	5
	９/１４  （金）
	有効なケースカンファレンスの進め方
	東京都立小児総合医療センター　

児童・思春期精神科部長　近藤　直司

	６
	９/２８
（金）
	認知行動療法の理論と実際　　　　新たに追加
	東京都立小児総合医療センター　

児童・思春期精神科部長　近藤　直司

東京大学大学院教育学研究科　教授

　　　　　　　　　　　　下山　晴彦

	7
	10/ ５
（金） 
	意見交換（90分）：

いまを見立てること、育ちを読みとること
	東京都立小児総合医療センター　

児童・思春期精神科部長　近藤　直司
クリニック川畑　院長

　　　　　　　　　　 川畑　友二


講義時間：毎週金曜日、午後６時３０分～８時（90分、開催しない日がありますのでご注意ください）
受講料：１２,０００円（税込）
定　員：４５名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講対象：精神保健の領域で、治療・教育・相談・指導等に携わっている専門家の方々、ならびに大学生・大学院生など本テーマに関心のある方
会　場：明治安田こころの健康財団　講義室
　　　　　東京都豊島区高田3-19-10　　　ＴＥＬ　03-3986-7021

　　　　　　　（ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車 約7分）

こころの臨床・夜間講座 ４





（講座NO.12154）





いまを見立てること、育ちを読みとること


～アセスメントの力量を高めるために～





児童・青年期ケースのアセスメントには、さまざまな観点があります。たとえば、問題の原因や背景を養育環境や乳幼児期体験などに注目する観点があります。また、生来的な気質や発達特性と環境・育ちとの相互作用を詳細に読み解こうとする姿勢、あるいは、そのような過去・育ちが再現されているものとして現在の治療・支援関係を読み取ることも重要です。また、多くの機関や職種が関わるようなケースでは、現在の支援課題と関係機関の役割を明確にするようなアセスメントが重要であり、この場合には、ケース会議を有効に活用する技術が欠かせません。日常業務において、情報を収集・整理する」「それらを解釈・理解し、支援課題を抽出する」「具体的で実現可能性の高い支援方針を立てる」という流れを明確に意識し、簡潔なレポートを心がけることもアセスメント力の向上につながります。


　本講座は、こうした視点や技術を身につけるため、そして研修効果を高めるために、講義とワークショップを組み合わせて構成します。医療、福祉、教育などの専門職にお勧めしたい講座です。


　　　　　　　　　　　　近藤　直司　【東京都立小児総合医療センター　児童・思春期精神科部長】
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当初予定に加えて、認知行動療法の講義（下山先生、9月28日）を増やしました。受講料に変更はありません。


現場でケースに携わっている皆さまは是非受講をご検討ください。（8/10-9/7，9/21は開催しません）





講義が1回増えました！











